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例　　呂

1　本妄引まYORI CORPORATIONによる宅地造成（貸店舗の建設）事業に伴う仲田遺跡IIの発掘調査報告

書である。

2　事業主体者　有限会社YORICORPORATION　代表取締役　中島　靖夫

3　調査主体者　佐久市中込3056　佐久市教育委員会　教育長　三石　昌彦

4　遺跡名及び発掘調査所在地　　仲田遺跡Ⅱ（NTTI）

佐久市猿久保字仲田538－1、538－7、541－5

5　調査担当者　上原　学

6　本書の編集・執筆は上原が行った。

7　本書及び出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

凡　　例

1　遺構の略称は以下の通りである。

H一竪穴住居址　　F－掘立柱建物址　　D一土坑　　P－ピット

2　スクリーントーンの表示は以下の通りである。

遺構一地山断面 妻子蒙掘方

1　挿図の縮尺は以下の通りである。

遺構一竪穴状遺構・掘立柱建物址・土坑・ピット　1／80

遺物一土器　1／4　　鉄　1／3　　勾玉　1／1

2　遺物の写真番号と実測図番号は一致する。

3　遺構の標高は各遺構ごとに統一し、水糸高を標高とした。

4　調査グリッドは小グリッド4×4m、大グリッド40×40mである。

日　　次
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第I章　発掘調査の経緯

1．立地と経過

仲田遺跡は佐久市猿久保地積に所在し、標高678mを測る湯川左岸

の段丘上に位置する。遺跡内では平成7年度バイパス建設に伴い発掘

調査が実施され、古墳一平安時代の住居址30軒、掘立柱建物址11棟及

び遥構内からは多くの遺物が出土している。特徴的な遺物としては、

平安時代の住居址床上から出土した銅製の鏡（花井双蝶八花鏡）、平

安時代の住居址出土で外面に「一一寺」と墨書された土器をあげるこ

とができる。鏡について、同様の形態・文様を持つものは、これまで

全国で10例前後しか確認されておらず、出土位置も一部の地方遺跡を

除き、近畿地方の寺院関係遺跡、神社伝世鏡となっているものが多く

寺院の荘厳具としての特徴を持つと考えられている。仲田遺跡からは

鐘を出土した住居祉とは別遺構であるが、前述したように「一一寺」

と墨書された土器も出土しており、付近に寺院的建物が存在していた

可能性を伺い知ることができる調査結果となった。

今回、調査対象となった地域は、仲田遺跡の東に隣接する地域であ

り、YORI CORPORjrrIONによる貸店舗建設事業に先立ち、試掘調

査を実施した。結果、住居址等の遺構が認められたため、開発主体者

と文化財保護協議を重ね、遺構の破壊が予想される建物直下及び擁護

壁部に位置する遺構の記録保存を目的として発掘調査を実施する運び

となった。なお、開発に際し、遺構への影響無しと認められた住居址

2軒は埋土保存とした。

仲田遺跡出土花井双蝶八花鏡（H7調査）

仲田遺跡出土「一一寺」墨書土器（H7調査）

仲田遺跡lほ周査区・試掘トレンチ配置図（1：500）
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2．調査体制

調査受託者　佐久市教育委員会

事　務　局　社会教育部長

文化財課長

文化財保護係長

文化財調査係長

文化財保護係

文化財調査係

調　査　主　任

調査副主任

教育長　　三石昌彦

柳沢　義春

中山　　悟

高村　博文

高柳　正人

荻原　留美

林　　幸彦

冨沢　一明

佐々木宗昭

堺　　益子
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3．遺構と遺物の詳細

遺　構　　竪穴住居址　　2軒

掘立柱建物址　1棟

土　　　坑　1基

ピット　　　　4個

遺　物　　土　器　土師器（杯

石　器（編み物石）

鉄製品（刀子）

4．基本層序

寿
学
眞林
原
小
上

子

計
闘
格
寝

橋
藤
津
泉

高
須
神
森

羽毛田卓也

出渾　　力

加藤　信一　　菊池　喜垂　　小山　功

田中　ひさ子

古墳時代中期2軒

古墳時代中期以降

古墳時代中期

高杯・璧・小型丸底壷）　須恵器（杯・碧）

勾玉

対象地は湯川左岸の低位段丘上に広がる水田地帯に所在することか

らI層は水田の床土上層で褐灰色土、Ⅱ層は水田の床土下層で赤褐色

土、Ⅲ層は粒子の細かい黄褐色の砂層となる。遺構確認は黄褐色砂層

上面で行った。

基本層序模式図

第I章　遺構と遣物

H1号住居址

遺構は調査区北東に位置し、北東コーナー付近を近年の撹乱に破壊され、F1号掘立柱建物址に切られる。

規模は東西6．5m、南北6．2m、確認面から床面までの深さは50cmを測る。平面形態は隅丸方形である。床面

は掘方に埋め込まれた土が砂質であるため、通常認められる土間状の硬質面は存在しなかった。ピットは主

柱穴が4本認められた。カマドは北壁中央付近に石材を組み合わせ、土を覆い構築されているが、土の大半

は崩れ落ち、煙道先端付近は撹乱に破壊されていた。焚き口部には天井石が架けられ、中央部で2分され崩

落していた。火床には22cmの厚みで焼土の堆積が認められ、中央には煮炊き時に土器を支える支脚石が当時

の状態を保っていた。掘方は砂質の黄褐色土が10－16cmの厚みで埋め込まれていた。

遺物は、床面上からほぼ完形の土師器小型丸底壷、高杯杯部、賓、両壁に接するように土師器高峰、坪、

鉢、編み物石などが集中して出土した他、覆土中に鉄製品が1点認められた。本住居址の時期は、形状的に

は5世紀前半頃と思われる小型丸底壷などやや古式の様相を示す土器も含まれるが、これらの土器は確実に

他の土器と共存していたと考えられ、住居址内施設もすでにカマドが導入されていることから5世紀中頃と

したい。
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1　鬼褐色土（10YR3／2）

2　暗褐色土（lDYR3！3）

3　黒褐色土（10YR3／2）

4　黒褐色士（10YR2／3）

5　暗褐色土（10YR3舟）

6　暗褐色土（10YR3ノ4）

炭化物、小石、砂質黄褐色土、栂石含む。

軽石、砂、炭化物少丑含む。

軽石、砂、炭化物少丑含む。

軽石、砂、炭化物少故含む。ややしまりあり。

軽石、砂、炭化物少量含む。しまりなし。

黒褐色土含む。砂質。

7　鈍い黄褐色土（10YR4／3）　暗褐色士少丑、灰褐色砂含む。砂肝。

8　黒褐色土（10YR2／3）

9　褐色土（10YR4ノ4）

10　暗褐色土（10YR3ノ3）

11明赤褐色土（2．5YR5／呂）

12　鈍い赤褐色土（5YR4！4）

13　褐色土（7．5YR4／3）

14　極暗褐色土（75YR2／3）

15　暗褐色土（10YR3／3）

16　褐色土（10YR4／4）

17　時褐色土（10YR3／3）

褐色土含む。砂質。

暗褐色土少量含む。砂質。

砂、軽石含む。

焼土層。

焼土少蕊含む。

焼土少丑含む。やや砂質。

焼土、砂含む。やや砂質。

黒褐色上、炭化物含む。砂質。

砂主体。

砂主体。

18　鈍い寅褐色土（10YR4／3）　砂主体。

H1号住居址実測図
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H1号住居址遺物実測図
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番一琴・ 若　 槻 話　 形 日経cm 底径cm 器蒔 cm 調 整 ・文 様 残存率 ・馴育　　 焼　 成　　　 色調（外蕗）

1 土師器 坪 12 ．1 丸底 5．4 「1辺横ナデ　 外面 へラケズリ、 ミガキ　 両 面 ミガキ 8 5 良
lり赤紬色

2 1こ師器 坤、 ［14 ．5］ 丸底 7．1 外面へラケズリ　 ミガヰ、内面放射状時文 （う0 良
I
㍑ ‡

3 L 帥器 高林 1（i．5 1：う．8 1 4．2
外 l吼縦 ミガキ、林部此部へラケ ズリ、内面積 ナデ
体部下半－み こみ部摩托　 肌 矧ノ滴 iヘラナ デ 100 良 Y 篭 芸

4 †一帥 器 ．馬杯 ［15，5］ 12 ，6 1：1．9
外面績 ミガキ、林部底灘へラケ ズリ、休部内面繊ナデ
斜め放射状晴 文脚部内面へラナデ 65 良

橙色

° 土師 話 高林 2 1．4 － 外面縦 ミガキ、内面斜め放射 状暗 文　 みこみ部交差状暗文 林部6 0 良

（i 上師器 高井 ［19 ．2 ］
－ 外面縦 ミガヰ、内面放射状昭 文 林部破 † 良

明視

J 士帥器 高林 － 13．〔 － 外面織方向 ミガキ、内面へラナデ 脚 部7 0 良
′赤褐色

8 l湖巾器 高林 － － 外面裁〟向細かい ミカキ、内面へ ラナデ 脚部破片 良
橙色

9 土帥器 高坪
－ － 外面縦方向細 かい ミガキ、内面へ ラナデ 脚部破片 良

橙色

10 土師嵩 小型丸底彙 7．9 丸底 10 日辺内外面横 ナデ、外面へ ラケズ リ l）8 良

11 上師器 鉢 ［2 1．8 ］ 丸底 15 I I辺内外面積 ナデ　 外面 ト、トへ ラケズリ　 上、Il・ヘ ラナデ
ミガキ、内面へ ラナデ 50 良

12 上帥 器 頭 1 7．6 ［8 ］ 29 ．5 「】辺 両外面構ナ デ、外面へラ ケズ リ、内面へ ラナデ 50 良 5Y R 57

13 1湖 j器 要巨 ［16 ．4 ］
－ － 口辺函外面横ナデ、外面へラケズ リ、lノ」面へ ラナデ 口縁～胴部破け 良

橙色

14 山師器 感 6．7 － 外面へ ラケズ リ、内面へラナデ 底部一胴部破片 良
嫉 視色

15 L 帥器 磐 17 ．2 － － 画外面研ナヂ I」辺 1（〕0 良 10Y R 7 ′′
鈍 い釣柏

】6 土師器 惑 ［23 ．6 ］ － － ∪辺内外面横 ナデ、外面横 へラケズ リ、内面横へラナデ t」康 一胴部破片 良 10
鈍 い
Y R 7 ノ4

17 上帥器 要 － － 外痛へラケズリ　 火だす き、内面へラナデ 胴部破片 良 鈍い典柏色

18 須恵器 感 － 外面 「×」等線刻 、両面同心円当て具痕 胴部破け 良好 l OY R ・1 ノ
軸 J天

19 須恵 器 腰 － － 外五平行叩 き、両面同心円 当て貝痕 胴部破片 良好
Jl
N ニう′ノ
rF尿

20 媚恵 器 埜 － 外面自然糊付乱 内面同心円当て艮痕 刑部破 片 良好 lY 7ノ

l l番号 器　 相 由 良 g 長さcm 帖 cm 厚さ珊 測　　　　　 懸 偏　 発

2 1 刀子 24 ，5 8 ．76 1．8 6 0 ．49 －

静 男・ 苦　 難 良 さ 用 幅 cnl 厚 さ 川 重 量 だ

2 2 編 み 物 石 18 ．2 乙 5 － 5．0 5 2 ．8 （1 4 4 4 ．5

2 3 温 み 物 石 1：1．15 4 ．24 － 5 ，7：1 ：3．3 9 4 4 2 ．5

2 4 編 み 物 石 12．9 5 ．朗 ～ ．9 5 二1＿9 7 4 0 9，5

2 5 編 み 物 石 13 ．8 4 ，15 － 5．3 3 ．85 3 6 0 ．3

2 6 緑 み 物 石 15．1 cl．45 － （i．0 5 2 5 ．へ・4 ．2 5 3 1

2 7 編 み 物 石 1 こI．6 3 ．17 － 4．8 3 ．9 4 8（5．2

醇 堵 器　 織 長 さ cm 幅 川 11才 さ cm 重 最 だ

2 8 編 み 物 石 16 ．1 4．2 5～ 5 ．7 2．8 4 6 0．2

2 9 石 錘 ？ 7．8 5 5 ．5 4 1 ，7 5 9 9 ．4

3 0 す り 石 ？ 6 ．5 5 5 ．2 5 2 ．85 1 0 4．9

3 1 す り 石 ‘？ 5 ．9 4 4 ．16 2 ．45 7 0 ．リ

ニ32 す り r H 3 ．8fj 2 ．6 1 ．12 1：う．9

：13 ミ ガ キ 石 1．2 1 ．62 1．22 1 1 ．8

H1号住居址遺物観察表（22～33は写真図版参照）

H2号住居址

遺構は調査区東際に位置し、東側半分は調査区城外とな

る。調査規模は東西2．8m、南北5．0m、確認面から床面ま

での深さは18cm内外を測る。平面形は調査状況から方形と

思われる。床面はやや堅さを持つ。床面上からは西側2個

の主柱穴及び南西コーナーに径80cm、深さ45cmの貯蔵穴と

思われる土坑が存在する。カマドは確認できなかった。北

壁の調査区域外または東壁に構築されていると思われる。

掘方は10cm内外の厚みで褐色土が埋め込まれていた。

遺物は土師器片及び須恵器片が僅かに出土した他、貯蔵

穴と思われる土坑内から三日月状の石製勾玉が出土した。

遺物中には、端部が僅かに外反する杯片、放射状のミガキ

を有する高杯片、赤色塗彩を施す壷又は賓片等の特徴が認

められることから、本住居址は5世紀後半頃としたい。

1　暗褐色土（10YR3／3）

2　黒褐色土（10YR2／3）

3　黒褐色土（10YR2／3）

4　暗褐色土（10YR3／3）

5　暗褐色土（】OYR3／ヨ）

6　褐色士　（10YR4／6）

小石含む。砂民　しまりなし。

ローム層。小石、軽石含む。

炭化物、砂含む。

黄褐色砂主体。しまりなし。

黄褐色砂多良含む。しまりなし。

砂主体。（地方）
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（】80）　　2m

H2号住居址実測図
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H2号住居址遺物実測図
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終り 帯　 革 器　 形 1 柁 cm 應径用 器高 cm ．銅盤 ・文戚 残 ・存率 ・部蔚二 4兜　 成 色．耶（外面）

1 上師－ 上不 － rl 縁峨ナデ、外血 ミガキ n 縁破け 良
lひl赤柑色

2 ‖坤器 杯 － 「‾l縁横ナデ、外面へラケズリ、内面 ミガキ 「I縁破片 良 2．
川
詣 笛

：1 上帥霹 l高林 － －
外面赤色噴彩　 ミガキ、内面積ナデ 脚裾都破片 良 10．1′′

み

4 日帥話 高杯 － － 内外面 ミガキ 坪部破片 良

5 上禰器 要空 － － 「l辺横ナデ 一頭部破片 良 純い′ホ紬色

6 須恵器 梁 － －
外面平行叩き、内面へ ラケズリ 月部破片 良好 lU Y R 4 ′ノ1

礼iJ天色

番 け 需　 車 市 境は 良 さ川 幅 cm Jlノ二さcm 調　　　　　 整 色調（外面） 僻　　 考

J 勾　 玉 1．26 1．9 5 0 ．69 0 ∴34 表面擦 り痕： 1 L羅 1 ．1 7 灰 1－音色

H2号住居址遺物観察表

D1号土坑

遺構は調査区東側調査区境に位置する。規模は

径約2．4mを測る円形で、確認面から底部までの

深さは1．04mを測る。形状はすり鉢形である。

遺物は古墳時代5世紀後半頃と思われる土師器片、

奈良・平安時代の須恵器1片が出土した。遺物中

には放射状のミガキを施す高杯片及び壷又は杯の

口縁部、内攣気味の杯口縁、厚手の碧片、回転糸

切り痕を持つ須恵器片が認められる。平安時代の

須恵器片は上層から1片出土しているのみである

ため時期は古墳時代と思われる。遺物の特徴はH

l・2号住居址に類似するところが多いことから、

ほぼ同時期である5世紀中一後半としたい。

∴〕－‾＿－‾

、＼＿＿＿」■■■表’′6

叫　　　　　　　　　　　　べl

1　黒褐色土（10YR3／2）　軽石、黄褐色砂含む。

2　暗褐色土（10YR3／3）　軽石、黄褐色砂含む。

3　暗褐色土（10YR3／4）　軽石、小石、砂含む。

4　黒褐色土（10YR2／2）　炭化層。

5　暗褐色土（10YR3／3）　軽石、炭化物少量含む。しまりなし。

÷∵‾　∴∴

D1号土坑・遺物実測図

番 付 器　 和 器　 形 ［］径 cm 底 径 cm 器 高 cm 残 存 率 ・部 位 娩 J虎 色 調 （外 面 ）

1 土師 器 一缶杯 － － 内 外 面積 ナ デ 、 内 面 ミ ガキ 「1 線 破 片 良

ワ 上師 器 高 耳 － － 内外 面 積 ナデ　 ミ ガキ 口 縁 破 片 良 2 ．5Y R 4 ／4
鈍 い 赤 初 色

3 上帥 器 l高塚 － － 内 外商 略 文 坪 郎 L l縁 破 片 良 5Y 慧 ／

4 土 師 話 高 杯 － － 内外 面 略 文 坪 部 ∩ 縁 破 片 良
明 木 祖 色

° 土師 器 高 杯 － － 外面 ミガキ 、 内 面 横 ナ デ 脚 裾 部破 片 良 5
明 J
tb ／ti
袖 色

（う 須 恵 器 林 － 帆 4 ］ － 底 部 回 転 糸 切 り 底 部 破 片 良 10 Y R H ／l
J火l′！色

Dl号土坑遺物観察表

6－



匠1号掘立柱建物址

遺構はH1号住居址内に収まる形で存在

し、住居祉を切る。2間×3間の側柱であ

る。当初は本遺構が完全に住居址内に収

まっていたことから確認できず、住居址掘

り下げ中に全体の状況が認められたため、

上部の形状は不明である。いずれのピット

も住居祉床面を堀抜いていることから遺構

確認面からの深さは64cm～80cmを測る。そ

れぞれのピット掘方は残存及び土層断面で

の状況から確認面上の径80cmを有する大型

であったと思われる。覆土は単層で混じり

のある土質であることから廃棄時に柱の抜

き取り作業が行われた可能性が考えられる。

遺物は土師器の杯、碧片が出土している

が、時期の断定はできない。確実なことは

5世紀のH1号住居址以降の建物址という

ことである。

1　黒褐色土（10YR3／2）　黄褐色砂、軽石含む。

676．酎）O m

O　　（180） 2m

「

／

l

◎
m

擾

Fl号掘立柱建物址実測図

1黒褐色土（10YR2／3）　　　　　　1黒褐色土（10YR2／3）

砂、′J＼石、軽石含む。

ピット実測図

－7－

砂、小石、軽石含む。

2　暗褐色土（10YR3／4）

砂質黄褐色土主体。　黒褐色土、

磯（3づcnl）含む。

1　黒褐色土（10YR2／3）

砂質黄褐色土、小石、軽石含む。
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仲田遺跡Il全景（南から）
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H1号住居址全景（南から）

表土除去作業（南から）

H1号住居址遺物出土状況

Hl号住居址面壁中央付近遺物出土状況（北から）

－8－

H1号住居址全景遺物除去後（南から）



H1号住居址カマド（南から）
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H1号住居址カマド（南東から）
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H1号住居址調査風景（南東から）

－9－

H2号住居址掘方全景（西から） D1号土坑土層断面状況（西から）



D1号土坑全景（北から） F1号掘立柱建物址全景（南から）

H1号住居址遺物
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ふ　 り　 が　 な なかたいせきに

シ リ　ー　ズ　名 さ　く　し佐久市埋蔵文化財調査幸艮告書

シリ　ーズ番号 第141集

編　 著　 者　 名 上原　 学

編集 ・発行機関 佐久市教育委員会

発 行 年　月　日 2006．12．31

郵　 便　 番　 号 385－0006

電　 話　 番　 号 0267－68－7321

住　　　　　　 所 長野県佐久市志賀5953

遺　　 跡　　 名 仲田追跡Ⅱ（N T T H ）

追 跡 所 在 地 佐久市猿久保字仲田538－1、538－7 、541－5

遺　 跡　 番　 号 252

経　　　　　　 度 36 15　32

緯　　　　　　 度 139　48 15

調　 査　 期　 間 2006．6 ．5 －2006．6．20　 （現場）

2006．6 ．21－2006．12．31 （整理）

調　 査　 面　 積 180nf

調　 査　 原　 因 宅地造成 （貸店舗の建設）

種　　　　　　 別 集落址

主　 な　 時　 代 古墳時代

追　 跡　 概　 要 遺構　　 竪穴住居址 2軒 （古墳時代中期 2 軒）土坑 1基 （占墳時代中期）

掘立柱建物址 （古墳時代中期以降 1棟）ピット（4 個）

遺物　　 土器 （古墳、奈良平安）、鉄製品 （古墳）、石器 （古墳）

特　 記　 事　 項
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